
【覚え書】

「北のアテネ」エジンバラで出会った
もう一つの「パルテノン・フリーズ」

齋 藤 貴 弘

2019年8月末、降り立ったエジンバラ・ウェーバリー駅はターミナルらしい規模を感
じさせる雰囲気の駅だった。プラットホームからコンコースを抜けて構外に出てみると、
肌寒い気温に雨のぱらつく曇天を背景として尖塔を備える建物が印象的なエジンバラの街
並みを展望することができた。ここエジンバラは、筆者の専門とする古代ギリシアの舞台
となるエーゲ海を中心とする地中海からは大きく隔たるイギリス北方の都市であるが、
「北のアテネ」Athens of The Northと呼ばれることで知られる。エジンバラでは、1760年
代から New Townの建設が進められていたが、欧米で新古典主義やフィロヘレニズムが
広まる中、19世紀初頭になって古代ギリシア、とりわけアテネの建造物が、公共建造物
のモデルとして採択されたことに因むとされる。1）

但し今回、エジンバラを訪れたのはこれが理由ではない。東京大学西洋古典学研究室の
葛西康徳教授らによって毎年開催されている学生・院生の研修プログラム TOPS2）の一環
として開催されるエジンバラ大学での研究集会に参加する機会を与えていただいたため
だ。しかしながら、何の予備知識もなく訪れたこの街の代表的な観光スポットの一つエジ
ンバラ城で、筆者は、偶然にも古代ギリシアと繫がると感ずる非常に印象深い作品に出会
うこととなった。あまり学術的な調査に基づくものではないが、備忘録的なものとして書
き留めておきたい。

エジンバラ城を訪れたのは、偶然に近いものだった。TOPSの参加教員メンバー二人と
共に行動中に、時間に余裕ができ、彼らがエジンバラ城見学を提案したのに付き合うこと
にしたまでで、私個人は、歩き疲れて足に痛みも覚えており、むしろ、早めに宿に戻って
もとさえ思っていた。そうはいっても、一人で先に戻るのも何であるし、せっかくの機会
と思い、行動をともにすることにした。だが、後になって改めて思うのは、国内外かかわ
らず、こちらの予備知識や先入観を全く裏切る形で、思いもよらないところで思いもよら
ないものに出くわすことがある。時間があれば、「とりあえず行ってみる」ことの大切さ
を痛感した。

まず、入口でチケットを買い、人の流れにのって、砲台を見たり、城壁から街を展望し
たり、小さな礼拝堂を見学したりした。その後、メインの城郭に進むと小さな中庭を取り
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囲むような構造になっていた。その北方の建物に足を踏み入れたが、入口でもらった案内
図（日本語版）で事前に何の展示かは確認していなかった。エントランスの階段を数段の
ぼるとその先には、左右に広がるホールになっており、壁面に大きく分厚い辞書のような
名簿が幾つも展示されている。その名簿の前に掲げられたパネルやレリーフ、花冠など眺
めたり、読んだりしているうちに、ここがスコットランドの戦没者追悼の場であることを
知った。実際、この建物はスコットランド国立戦争記念館（Scottish National War Memorial）
であった。この施設は、歴史的な戦没者追悼施設となっており、近世から歴代の戦没者名
簿が回廊に置かれ閲覧できるようになっている他、壁面には、それぞれの戦役における戦
没者への追悼モニュメントが掲げられていた。戦争ごとに、名簿にはびっしりと戦没者の
名前が刻まれていた。

このホールを一回りした後、入口の真向かいに位置する場所に、さらに展示スペースが
あった。入ってみると、入口を底辺とする半円状の六角形の小さな空間であった。手前の
ホールに比べるとこぢんまりとしたこの部屋には、その五つの壁面にブロンズ製のレリー
フがフリーズ状に並べられていた。そのレリーフが目に入った途端、私は軽い衝撃に捉わ
れた。描かれているのは兵士たちである。第一次大戦の兵士たちだ。うなだれたように兵
士たちが無言で行進している。両脇左右の側面が長く、入口と向かい合う壁面は3面の台
形となっており、その斜めの左右の壁面は側面と同じく兵士たちの行進が続き、正面には、
二重のリースを背景に真ん中に剣をモチーフにした紋章3）が掲げられていた。その中央の
モニュメントに向かうように左右から兵士たちが行進している（このレリーフの下であっ
たか記憶が定かでないが、追悼記念碑の足元には赤いポピーのリースがいくつか並べられ
ていた）。
部屋の入口に立つと閲覧者は自ずと兵士たちと同じ方向を向いていることになる。入り

口左手のレリーフのほぼ中央に描かれた異形の兵士に目が釘付けになった。顔面上部は鉄
仮面のようなものを被り、目の部分もメッシュが入っており、鼻と口の部分は鉄仮面から
布のようなものがぶら下がっていて覆い隠されている。さながら古代ローマの剣闘士（グ
ラディエーター）のようだ。彼ほど目立つ、奇抜な姿の兵士は他にはいない。何故、彼は
このような奇抜な面をつけているのか。勝手な推測だが、おそらく、戦闘－爆風や銃創－
によって顔面に受けた重度の怪我を保護するため、あるいはまた、そのせいで著しく損な
われた顔面－歪みただれた皮膚、あるいは、むき出しになった痛ましい傷口から覗く肉や
骨－を隠すためではないかと思われる。そういう意味で、彼は、この行進の中で一つの象
徴的存在を担っているように思われた。よく見ると他の兵士たちにも様々な装備、恰好の
者たちがいる。大きなスコップを持った工兵らしき姿もある。正面のモニュメントに近い
ところには将校と思しき姿も認められる。進む方向ははっきりとしていても虚ろな視線の
兵士たちの足取りは重く、多くの者が（連れられた馬も）うなだれている。何人かの者は
斜め前方に視線を投げかけているが、真横に立つ閲覧者の方に、真っすぐと視線を投げか
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けてくる者はいない。我々は傍観者だ。この部屋は周囲を取り囲むこのレリーフの重く、
物寂しい雰囲気に満たされていた。

まったく異なる雰囲気ではあるが、直感的に私は、この一連のレリーフに表された行進
は、パルテノン・フリーズの影響を受けたものではないかという思いに捉われた。この私
見を書き留めておくこと、これがこの雑文の主たる目的である。だが、その前に、私見の
妥当性を図る意味合いとしても、この兵士のフリーズ（と呼ぶことにする）とパルテノン・
フリーズそれぞれについて、基本的な情報を概観しておきたい。
まず、パルテノン・フリーズは、前5世紀にアテナイを率いていたペリクレス主導の下、

前447年から438年にかけて建設されたアクロポリスのパルテノン神殿を飾っていたもの
だ。その制作指揮には巨匠フェイディアスが当たり、前5世紀のアテナイ、いやギリシア
美術を代表する作品の一つとなっている。このパルテノン・フリーズは、大理石浮彫のレ
リーフが帯状に連なってパルテノン神殿四面全てを取り巻いて神殿内陣の上部に掲げられ
ていた。フリーズに刻まれていたのは、神殿背面にあたる西面から始まり、そこから左右
に分かれ南北面を正面（東面）に向かって進む人間たちの行列。中には騎馬たちや、犠牲
式に使われるのであろう牛を牽く姿の者たちも描かれている。行列は人々が部分的に重な
り合いつつ、適度な密度を保ち、またその一方で、騎馬隊などがリズミカルに描かれ荘厳
さと祝祭的華やかさ、軽やかさを醸し出している。
行進の先頭のさらに先の空間、正面部には、二柱ずつ組になったオリュンポスの神々が

左右両端に三組ずつ配され、神々は椅子に腰かけ、対の相手となにか言葉、あるいは視線
を交わしている。そして、中央には、一般に大パンアテナイア祭の儀式の一つであるアテ
ナ女神への聖衣ペプロスの奉納シーンと解釈される場面が展開している。パルテノン・フ
リーズはギリシア美術の傑作であるばかりでなく、神々と人間たちを同一次元に表した作
品として、ギリシア人の宗教観という観点からも、非常に複雑な問題を投げかける重要な
作品である。この作品が、実際のところ何を表現したものなのか、通説的には、上述した
ように大パンアテナイア祭の祭列と理解する意見が多いけれども、現在でも多くの論争が
あり、決着を見ていない。4）

次に兵士のフリーズであるが、帰国後に調べてみたところ、National Galleries of Scotland
など幾つかのサイトで画像と簡単な情報を得ることができた。ただ、19世紀イギリスは
筆者の専門外でもあり、現時点ではそれ以上にこの作品に関して詳しい情報を得ることは
できておらず今後の課題としたい。さしあたり判明した基本情報としては、このブロンズ・
レリーフは、Morris Meredith Williams（1881－1973）の作画に基づいて、妻の Alice Meredith
Williamsが制作したものということだ。5）館内は撮影禁止であったため、レリーフを写真に
収めることはできなかったが、レリーフの一部はスコットランド国立戦争記念館（Scottish
National War Memorial）の HPから、またMorrisによるレリーフの原画については、National
Galleries of Scotlandのサイトで閲覧可能となっている。6）このレリーフの名称は、サイトな
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どで少し異同があるが ‘Shrine-Frieze’、Morrisによる原画については ‘Cartoon of figures for
Naval and Military Frieze… for the shrine’との表記がサイトにはある。ここから、このフリ
ーズに囲まれた部屋は、戦争記念館の中にあって「聖堂」shrineということも分かる。ま
た、後述するMorrisによる原画をあしらったポストカードには、‘The figures depict the
uniforms, weapons and equipment used in the Great War of1914－1919’との説明文が添えら
れている。第一次大戦中の陸軍・海軍の様々な兵士たちでフリーズの行進が構成されてい
ることも判明した。

パルテノン・フリーズとの類似に話を戻そう。まず指摘できるのは、両端から中央に向
かっての行進という点で、兵士のフリーズとパルテノン・フリーズは同じ画面構成をとっ
ているということである。また雰囲気こそ異なれ、ところどころ重なり合いつつ様々な構
成員からなる行列という点も両者に認められる共通点であろう。パルテノン・フリーズの
行列は、通説的見解に従えば、アテナイ市民たちとされるが、例えば、騎手たちの衣装は、
細かな点で描き分けられており、アテナイの行政単位である十部族の所属部族の違いを示
すと言われている。7）兵士のフリーズもまた、上述したように陸海軍の役割のことなる様々
な兵士たちから構成されている。
そもそも、兵士のフリーズに描かれた「兵士」たちとは、誰なのだろう。一見すると戦

場から祖国に帰還する兵士たちのようにも見える。だが、このような形で、陸・海軍の兵
士たち、さらには工兵と行った者たちまでが混然と一団となって隊列を組むというような
事態は、実際には考えにくい。疲れ果て、虚ろな眼差しの彼らからは、戦争が終わり祖国
に戻ることへの喜びといった感情は微塵も感じられない。あるいは、彼らは、戦没者なの
であろうか。このフリーズが掲げられた空間が戦争記念館であり、その中でも shrineと呼
ばれる慰霊の場であることを勘案すれば、それこそむしろ相応しいと言える。
だが、その一方で、このフリーズが掲げられた「場」というコンテクストを敢えて外し

て眺める時、彼らが「死者」であると認めることは難しい。それは、パルテノン・フリー
ズの行進を構成する人々が現実のアテナイ人の祭列の描写なのか、神話・伝承時代の描写
なのか、あるいは、現実的祭礼場面を前提としつつも、個別特定性を捨象したある種の理
想的姿であるのか判然としない状況と奇妙にも符号する。8）さらに、両者は共に神殿や聖堂
という空間を包摂する装飾として機能している。祝祭的か慰霊か、そのベクトルは両極を
示しつつ、ある種の聖性を核に取り巻くこれらのフリーズは、聖と俗、現実と非現実、現

あわい

在と過去、生と死の間で微妙なバランスを保って存在しているようだ。

だが、相違と思しき点もある。上述したようにパルテノン・フリーズはパルテノン神殿
の外周に掲示されていた一方で、この兵士のフリーズは室内の内壁に展示されている。展
示の構造という点で、両者は対照性を示す。しかしながら、この点に関しては、次のよう
な事実を指摘することができる。すなわち、確かにオリジナルのパルテノン・フリーズは
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パルテノン神殿の外周を飾っていた。だが、20世紀初頭のヨーロッパ、とりわけイギリ
スにとって、もっとも身近で、彼らが直接目にしたと思われるパルテノン・フリーズは、
かのエルギン卿がトルコ支配下のアテネにあるパルテノン神殿から引き剝がして英国に持
ち帰った作品群であった。俗にエルギン・マーブルと呼ばれるものである。エルギン・マ
ーブルはその後、大英博物館の手に渡り、現在も大英博物館の所蔵品として特別な展示室
に飾られている。そして、大英博物館に渡った当初から現在まで、エルギン・マーブルは
室内展示であり（図1、2）、いみじくも、現在の展示は兵士のフリーズと同じく室内の
内壁に設置され、室内の観客を取り巻くようになっている。9）また、直接は関係ないだろう
が、エルギン卿がスコットランド出身であるのは、なにか皮肉な因果を感じなくもない。10）

さらに余談だが、このエルギン・マーブルについて、ギリシャ政府は「略奪品」として現
在でも英国政府に対して返還要求を行い、また、残されたフリーズを大英博物館とは対照
的な展示方法－すなわち、オリジナルに近い形で観覧者はフリーズをぐるりと周回しなが
ら眺める配置－で新アクロポリス博物館に展示している。11）

こうした変奏曲のような姿でパルテノン・フリーズがスコットランド（イギリス）に受
容されていたという「事実」が、個人的には極めて刺激的な発見であり、経験であった。
先にも触れたが、この追悼施設は撮影禁止である（最初、気づかずに数枚撮ってしまった）。
故に、残念ながらこのレリーフを写真に収めることはできなかったが、施設の入口のショ
ーケースにレリーフをイラスト化したポストカードのようなものが展示されており、城内
の売店で販売しているとの掲示があった（この時には、まだ知らなかったが、このポスト
カードに描かれている線画こそが、兵士のフリーズの下絵となったMorrisによる原画で
あった）。
写真が撮れなかったこともあり、せめてこのイラストは是非とも手元に置いておきたい

と思い、その売店を目指した。建物を出て中庭を挟んで斜め向かいにある小さな売店に行
くと大した広さではないが、所狭しと土産物が並んでいる（他のものには関心がなかった
ので今となっては何が並んでいたのか全く記憶にない）。ポストカードコーナーも含め、
どうも、それらしいものは陳列されていない。隅々まで目を凝らしつつ探し、二周りほど
店内を探しても見つからない。諦めようかとも思ったが、仕方がないので、カウンターの
店員に「ポストカードを探しているんだけど…」と拙い英語で話しかけると、まだどんな
ものか肝心の内容を伝えていないのに、カウンターの中から、目当てのポストカードをすっ
と出してくれた。同じ職場でイギリスの戦没者追悼記念碑について研究している吉田正広
先生へのお土産と自分用と2セットを購入した。
なぜ、ショップでポストカードが陳列されていなかったのか。これも私見なのだが、追

悼施設は、publicなものとして公開はしているものの、観光の対象ではなく（故に撮影も
禁止）、件のポストカードについても、その他のエジンバラの観光土産とは同列ではなく、
あくまでも、それを探し求めて来た人にだけ販売するという形で一線を画しているのでは
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ないだろうか。このような点も含めて、この追悼施設は、大変興味深いものであった。「北
のアテネ」の「パルテノン・フリーズ」－いつかの日か欧米におけるギリシア古典受容の
問題を検討する機会のために、備忘録として記しておくこととしたい。

（了）
図版

図1 Temporary Elgin Room at the Museum in1819
出典：Wikimediacommons : public domain（https://commons.wikimedia.org/wiki/File:Temporary_Elgin

_Room_at_the_Museum_in_1819.jpg）（2020年2月28日閲覧）

図2 大英博物館のパルテノンフリーズ展示室（2019年8月：筆者撮影）
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物館にはここに来て、光に満ちたアクロポリス博物館と、パルテノン・マーブルがいわば戦利品として
展示されている暗い牢獄である大英博物館とを、比較してもらおう。アクロポリス博物館は彫像を所蔵
できる。われわれは2つとない遺物のため、聖なる戦いをしている」。https://jp.reuters.com/article/britain-
greece-marbles-idJPKCN1RS0BU（2020年2月28日閲覧）
新アクロポリス博物館のパルテノン展示については、以下の博物館の HPを参照。https://www.theacro

polismuseum.gr/en/content/parthenon-gallery（2020年2月29日閲覧）

本研究は JSPS科研費 JP17H02407，JP18H03566の助成を受けたものです。

図3 Lawrence Alma-Tadema,
Phidias Showing the Frieze
of the Parthenon to his
Friends（1868）

出典：Wikimediacommons : public domain
（https:/ /commons.wikimedia.org/wiki /
File :1868_Lawrence_Alma-Tadema_-_
Phidias_Showing_the_Frieze_of_the_
Parthenon_to_his_Friends. jpg）（2020
年2月29日閲覧）
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